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§１．研究成果の概要 

 

■ 研究の目標 

元来，シーンを飛び交う光線は，その通過位置，角度，波長，時刻，偏光状態などをパラメータ

に持つ極めて多元な情報である．そのため，光線はシーンに関する様々な幾何学的・光学的な手

がかりを含んでいる．しかし，シーンをカメラで撮影すると，各軸で低次元化されたデータとなり，せ

っかくの情報量が激減してしまう．では，単純に高次元計測すればよいかといえばそうではなく，高

次元化に伴うコスト増や長い計測時間など多くの代償が発生する． 

そこで，本研究では，計測デバイスの光学設計と情報科学分野における計算アルゴリズムを融

合し，両者を協調的に設計することで高次元光イメージングを実現する．さらに，実現した高次元

光イメージングの幅広い分野での応用を開拓する． 

 

■ 研究グループと役割 

 本研究は以下の３グループの協調によって取り組んでいる． 

計測グループ： 多元光情報の符号化計測・撮像過程の情報科学的モデル化 

２次元画像への縮退

カメラで画像化すると
低次元化により情報量が激減
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通過する時刻： t
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解析グループ： スパースコーディングに基づく高次元データ解析・最適な基底系の設計 

活用グループ： 多元光情報の学際活用・応用に合わせた最適化 

■ 2018年度の成果 

２年目となる 2018年度は，波長・視点位置・ナノ秒単位時間の各軸について高次元の計

測と解析に取り組み，材質推定や医療分野での細胞の内部構造の可視化などの応用技術の

開発にも取り組んだ．その成果は本分野でトップの国際会議や論文誌に採択されている． 
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§２．研究実施体制 

 

（１）計測グループ 

① 研究代表者：向川康博 （奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科 教授） 

② 研究項目 

・各軸での高次元データの計測 

・符号化計測のための光学設計 

 

（2）解析グループ 

① 主たる共同研究者：松下康之 （大阪大学大学院情報科学研究科 教授） 

② 研究項目 

・スパースコーディングによる高次元光情報の基底系の解析 

・高次元データ解析アルゴリズム設計及びソフトウェア開発 

 

（３）活用グループ 

① 主たる共同研究者：舩冨卓哉 （奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科 准

教授） 

② 研究項目 

・様々な応用に向けた効率的な高次元光計測 

・応用に合わせた計測デバイスと計算アルゴリズムの協調設計 

 


